




























































































































































































































































８月～１０月５日までの軌道計算結果

• SonotaCoネットのデータから同時流星の軌道計算
をしました。

• 主要流星群以外にも小流星群が活動しています。

• みずがめδ北群は、毎年少ない活動ですが、うお北
群と関連しているようです。

• ぎょしゃ群は、αβδ群とあり３つに分かれている。

• 今年は、はくちょう群の長い分布が見られる。

• エリダヌス群は、広い範囲に広がっている。

• 昼間ろくぶんぎ群は、２個同時になっている。

１３５回流星物理セミナー １０月６日 分析 関口孝志







定年から始めた僕らの流星観測
（平博流星分科会の2019年ペルセ群観測報告）

2018年2月に平塚市博物館流星分科会の紹介をさせて頂きました。今回は
活動報告を兼ねてこの夏のペルセ群の集計結果を報告致します

6/Oct/2019, No.153 MSS
平博天体観察会流星分科会永井和男

カメラ作成の様子



平塚市博物館

平塚駅から徒歩20分、創業43年、入館無料

分野

民族、歴史、考古、地質、生物、天文

天文分野

プラネタリウム（番組作成から投影まで内作）

天文講座、天体観望会、天体観察会

天体観察会

会員制、募集範囲（全国、中学生以上）

今年はコルキットを作って観望しています

分科会

より深く観察したい人向け

太陽・流星・天文学

平塚市博物館



流星分科会

流星分科会

2014年のしぶんぎ群が切欠で発足

藤井学芸員の指導で流星の観測

2017年から同時流星観測開始

観測装置

自作TVカメラ + UFO capture2
カメラは2種類

CMOS（IMX225, 1/3inch) f=8mm
CCD（ICX672, 1/3inch) f=6mm

観測地と観測者

平塚を中心に14台(9名)のカメラ

観測地が固まっていて交差角が狭い

画角(30x20deg)が狭い

大島上空100km, 御蔵島上空100km
全天の1%弱をカバー

CMOS CCD



2019年夏のみんなの観測

2019年7月1日から9月23日までの観測を集計しました

観測者は9名でカメラは14台です。KN8_1はWATECで、他は自作カメラ

解析はUFO orbit2を用いました

観測者が固まっていますので交差角が狭くなり解析の品質はQ1としました



軌道の求まった流星・流星群

日心軌道が求まった流星は7月4日から9月17日の613個でした

ペルセウス座流星群は7月24日から9月1日までの135個でした

散在とペルセで全体の8割になっていました

次に多かったδAqr南群は10%でαCap群は3%以下でした

Based on “ALL SHOWER LIST edited by SonotaCo 2009 April 16”



軌道が求まった流星の日別数

7月、めちゃめちゃお天気悪い

8月、お盆は台風、以降は秋雨、8月1,2週だけ晴れました

全部



ペルセ群と他の流星数の日別数

Per群

Per以外



Radiant

Based on “ALL SHOWER LIST edited by SonotaCo 2009 April 16”



Perseid meteor shower

観測精度の影響なのか、全体のRadiantを見る
とPer群はもう少し多かったのかも知れません



Ground Map
全部 Per群



Orbit
全部

Per群

木星

土星



放射点と太陽黄経

天文回報 No.925(Aug/2019)



地心速度と太陽黄経

天文回報 No.925(Aug/2019)

観測精度の影響なのか、速度の遅い物が散
見します。そのため、近似式の速度も下がって
しまいました



絶対光度と発光点・消滅点高度

天文回報 No.925(Aug/2019)



軌道要素

観測から得られたこの夏のペルセ群135個の軌道要素を

母天体（スイフト・タットル彗星）と比較しました

スイフト・タットル彗星

要素 記号 値

軌道長半径(au) a 26.0920695
近日点距離(au) q 0.9595162
離心率 e 0.963225755
周期(year) p 133.28
近日点引数(deg) Peri (ω) 152.9821676
昇交点黄経(deg) Node (Ω) 139.3811921
軌道傾斜角(deg) Incl (i) 113.4538170



近日点距離と離心率

近日点距離はあまり変わらないようだ
離心率はわずかに減っているようでもある



近日点引数・昇交点黄経・軌道傾斜角

近日点引数と軌道傾斜角はあまり変
わらないが、昇交点は減ってゆくようだ



軌道長半径と公転周期

周期が長い物は地球との衝突周期も長くな
るので観測期間が減ると流星数も減るよう
です

そのため、軌道長半径の小さな物の観測
数がおおくなる



スペクトル撮影

No Local time ID remarks

1 M20190801_003853 KN9_02P

2 M20190802_032426 KN9_02P

3 M20190805_023930 KN9_02P

4 M20190808_231910 KN9_02P Bright

5 M20190809_030524 KN9_02P

6 M20190810_031612 KN9_01P

7 M20190812_033218 KN9_02P Bright

8月中に取得されたスペクトルは30個でした

その中でペルセウス座流星群の物は7個でした

暗いものが多かった



明るい流星のスペクトル画像

M20190808_231910

M20190812_033218

Mg

Mg

Na

Na

二つはよく似たスペクトルです



おしまい

流星観測の集計をしてみました
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